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３７ 国連ＥＳＤの１０年最終年会合開催に向けた準備等
について  

（財務省、内閣官房、外務省、文部科学省、環境省）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（背景）  
○ 本県では、今年６月に、本県、名古屋市、愛知学長懇話会、名古屋商工会

議所、中部経済連合会及び中部ＥＳＤ拠点の六者で「国連ＥＳＤの１０年最

終年会合誘致委員会」を設立し、誘致活動を行ってきたところ、国において

本年９月に開催された関係省庁連絡会議において、国連ＥＳＤの１０年最終

年会合が愛知・名古屋及び岡山市で開催されることが正式に決定された。  
 
○ 本県としても、六者を中心として地元の支援組織を設立し、地域をあげて

国連ＥＳＤの１０年最終年会合の成功に向けて取り組んでいく。その中で、

各種イベント等を通じて持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）自体や国連

ＥＳＤの１０年最終年会合に対する普及啓発を図り、開催機運を高めていく

必要がある。  
 
 
 
 
 

【内容】 

(1) 最終年会合の成功に向け、準備・運営体制の早期構築など所

要の準備を推進すること。 

 

(2) ＥＳＤ推進の意義を広く国内に浸透させるとともに、開催機

運の盛り上げなどを推進すること。 

 

＜環境首都を目指す＞ 
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（  参  考  ）  
 
【国連ＥＳＤの１０年最終年会合】 

国連ＥＳＤの１０年（2005 年～2014 年）は、我が国が提唱し、ユネスコが

推進するもの。2014 年の最終年会合は、その１０年間の活動を総括する会議

である。我が国は、2009 年にドイツ（ボン）で開催されたＥＳＤ世界会議（中

間年会合）において、2014 年の最終年会合を開催する意向を表明している。 

１ 主催 

ユネスコ、日本政府 

２ 開催時期 

平成 26（2014）年秋頃目処（約１週間） 

３ 参加国・参加者数： 

ユネスコ加盟国は 193 か国（本会合への具体的な参加国は未定）、1,000

人程度（大臣級を含む各国政府関係者、ユネスコ関係者、教育関係者など） 

４ 内容 

１０年間の取組を評価し、先進的な取組事例を共有するため、｢宣言｣の

取りまとめなどが行われる見込み。 

 

 

【開催地決定までの経緯】 

平成 23 年 1 月 4 日 神田前知事が誘致表明 

4 月 25 日 誘致委員会準備会を設置 

6 月 27 日 誘致委員会準備会（第２回） 

同日付けで誘致委員会を設置 

30 日 国に開催提案書提出 

8 月 24 日  文部科学省主催の選定委員会開催 

9 月 27 日   関係省庁連絡会議において開催都市が愛知・名古

屋及び岡山市に決定 


